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い
く
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
柴
戸
所
長
は
、
図
ら
ず

も
工
事
中
に
経
験
し
た
東
日
本
大
震
災
が
、
建
物
を
建

設
す
る
意
義
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
と
語
る
。

そ
れ
は
施
主
に
と
っ
て
も
、
街
に
対
し
て
も
安
全
で
快

適
な
建
物
を
無
事
に
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
う

し
た
考
え
が
仕
事
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

柴
戸
所
長
は
、
見
積
図
書
に
あ
っ
た
逆
打
ち
工
法
で

の
地
下
構
工
法
を
順
打
ち
工
法
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

構
造
V
E※

１

の
提
案
を
行
う
（
本
工
事
は
V
E
奨
励
工

事
）
と
い
う
大
き
な
決
断
を
し
て
い
る
。「
瞬
時
に
は
判

断
で
き
な
い
多
く
の
難
題
も
見
え
隠
れ
し
て
い
た
」
そ

う
語
る
柴
戸
所
長
。
そ
の
訳
は
、
こ
の
決
断
に
よ
っ
て

契
約
後
三
〇
カ
月
と
い
う
工
期
の
中
で
、
構
造
評
定
・

大
臣
認
定
・
確
認
変
更
と
い
う
一
連
の
設
計
変
更
業
務

を
基
礎
工
事
着
手
前
に
終
了
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
そ
の
時
、
柴
戸
所
長
が
考
え
た
こ
と
は
こ

う
だ
っ
た
。
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
の
契
約
後
、
近

隣
、
地
下
鉄
、
諸
官
庁
協
議
な
ど
の
事
前
協
議
に
三
カ

月
。
並
行
し
て
設
計
変
更
業
務
に
六
カ
月
。
さ
ら
に
地

下
四
階
（
G
L
マ
イ

 

ナ
ス

二
二
㍍
）、
五
万
八
〇
〇
〇
立
方
㍍

の
根
切
り
工
事
を
同
時
進
行
で
完
了
さ
せ
れ
ば
、
平
成

二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
基
礎
鉄
筋
工
事
に
着
手
出
来

る
。
こ
れ
を
実
現
で
き
れ
ば
工
期
に
つ
い
て
は
問
題
な

い
と
、
そ
う
考
え
た
。
こ
れ
は
柴
戸
所
長
の
中
で
働
い

た
今
ま
で
の
経
験
か
ら
成
す
「
感
と
勘
」
だ
っ
た
。

　

実
際
工
事
に
着
手
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。「
施
主
、

見
ら
れ
て
い
る
現
場
か
ら
見
せ
る
現
場
へ

感
と
勘

2011年9月、建設中の12階から見えるビル群。左手には、設計事務所が入るマインズタワー。その奥には施主であるJR東日本本社ビルが見える。

J
R
新
宿
駅
南
口
か
ら
徒
歩
五
分
、新
宿
マ
イ
ン
ズ
タ
ワ
ー
、

J
R
東
日
本
本
社
ビ
ル
、代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
一
三
〇
㍍
超
級
の

ビ
ル
が
周
囲
に
立
ち
並
ぶ
、そ
の
中
心
に
今
回
の
現
場
は
あ
る
。

取
材
時
に
は
、地
上
一
二
階
ま
で
の
鉄
骨
が
立
ち
上
が
り
、

九
階
の
外
壁
設
置
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

建
設
に
携
わ
る
清
水
建
設
・
柴
戸
修
所
長
に
取
材
し
た
。

高
層
ビ
ル
群
の

谷
間
に
位
置
す
る

見
せ
る
現
場

（
仮
称
）J
R
南
新
宿
ビ
ル
新
築
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「
見
せ
る
現
場
」
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
柴
戸
所
長
が

最
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
現
場
は
、

高
層
ビ
ル
群
の
谷
間
に
あ
り
、
施
主
本
社
と
設
計
事
務

所
オ
フ
ィ
ス
（
マ
イ
ン
ズ
タ
ワ
ー
）
の
眼
下
に
位
置
し

て
い
る
。
工
事
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
常
に
見
ら
れ
て

い
る
意
識
で
作
業
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
建
物
を
建
設

す
る
意
義
を
再
認
識
し
て
か
ら
は
、
心
機
一
転
「
見
せ

る
現
場
」
を
公
言
し
、
現
場
を
運
営
し
て
い
る
。「
適
材

適
所
に
人
材
と
資
材
を
投
入
し
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け

標
準
化
し
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」。
そ
の

言
葉
通
り
、
案
内
さ
れ
た
現
場
の
中
は
整
然
と
し
て
お

り
、
手
際
よ
く
作
業
す
る
作
業
員
の
姿
が
印
象
的
だ
。

　
「
こ
の
建
物
が
完
成
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
開
発
は

一
段
落
し
ま
す
。
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

JR東日本本社ビルから。130m超級のビルに囲われ
ているのがよくわかる。（写真提供：清水建設）

※1 VE　Value Engineering（価値工学）の略語。計画・設計内容と同等以上の機能や品質を確保しつつ、工事費の縮減を可能にする改善提案のこと。

完成予想パース（資料提供：清水建設）

工事概要

工事場所：東京都渋谷区代々木2丁目1番3
施主：東日本旅客鉄道株式会社
設計監理：株式会社ジェイアール東日本
　　　　　建築設計事務所
施工：清水建設株式会社 東京支店
新築工期：2010年1月〜 2012年6月（予定）
建築用途：事務所 店舗 駐車場 保育所 
　　　　　フィットネス
建築面積：3,785㎡
延床面積：58,024㎡
最高高さ：94.51m
最高深さ：GL-21.4
建物構造：鉄骨造
　　　　　一部鉄骨鉄筋コンクリート造・
　　　　　鉄筋コンクリート造
建物規模：地上18階　地下4階　塔屋2階     

設
計
者
の
皆
様
か
ら
最
大
限
の
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
か
っ
た
で
す
」
そ
う
語
る
柴
戸
所
長
。
綿
密
な

情
報
収
集
・
書
類
作
成
・
各
種
調
整
な
ど
会
社
の
総
力

を
結
集
し
、
事
前
協
議
を
二
カ
月
半
、
設
計
変
更
協
議

を
五
カ
月
間
で
完
了
さ
せ
、
変
更
確
認
を
平
成
二
十
二

年
八
月
三
十
一
日
に
受
領
。
予
定
通
り
根
切
り
工
事
も
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上
積
層
サ
イ
ク
ル
工
事
と
は
、
躯
体
工
事
階
か
ら
下
の

三
層
分
で
本
設
外
装
ア
ル
ミ
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
（
以

下
A
C
W
）
の
取
り
付
け
を
行
っ
て
い
く
工
法
だ
。
こ

れ
に
よ
り
外
部
に
対
す
る
垂
直
養
生
フ
ロ
ア
を
最
大
四

フ
ロ
ア
に
限
定
し
、
飛
来
落
下
に
対
す
る
危
険
予
知
を

集
中
管
理
す
る
こ
と
で
現
場
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
外
装
A
C
W
を
如
何
に
し
て
地

上
か
ら
効
率
的
に
揚
重
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
二
機

あ
る
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
は
、
躯
体
工
事
に
関
す
る
揚
重

だ
け
で
最
大
限
の
稼
働
率
だ
っ
た
。
そ
こ
で
仮
設
用
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
上
か
ら
運
搬
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
基
準
階
の
階
高
が
約
四
、三
〇
〇
㍉
に
対

し
て
仮
設
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
は
約
四
、

四
四
〇
㍉
、
そ
の
差
は
約
一
四
〇
㍉
で
、
海
外
か
ら
運

送
さ
れ
て
く
る
外
装
A
C
W
の
梱
包
材
を
加
味
す
る
と
、

き
わ
め
て
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。
し
か
し
、
綿
密
な
計

画
と
周
到
な
段
取
り
を
信
条
と
す
る
柴
戸
所
長
は
、
な

ん
と
運
搬
用
の
台
車
や
梱
包
方
法
か
ら
見
直
し
を
行
い
、

特
注
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
揚
重
を
実
現
す
る
。

「
海
外
で
行
な
わ
れ
る
梱
包
の
段
階
か
ら
非
常
に
厳
し

く
管
理
し
て
い
か
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」
そ

う
語
る
通
り
、
搬
入
の
プ
ロ
が
手
押
し
で
梱
包
さ
れ
た

外
装
A
C
W
を
仮
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
載
せ
た
時
、
最

終
的
に
で
き
た
隙
間
は
わ
ず
か
二
〇
㍉
だ
っ
た
。

　

こ
の
建
物
は
五
階
を
基
準
と
し
て
一
八
階
ま
で
ほ
ぼ

同
じ
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
地
上
積
層
サ
イ

ク
ル
工
程
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
工
程
は
、
躯
体
を
一

層
分
上
げ
る
た
め
に
六
日
間
必
要
だ
っ
た
た
め
、
外
装

A
C
W
も
六
日
間
で
一
サ
イ
ク
ル
と
設
定
し
、
わ
ず
か

一
四
週
間
で
、
五
階
か
ら
一
八
階
ま
で
約
一
万
平
方
㍍

の
外
壁
が
取
り
付
け
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
「
私
が
入
社
当
初
に
経
験
し
た
現
場
で
は
、
机
の
上

に
書
類
を
残
し
て
現
場
に
出
る
と
当
時
の
所
長
に
書
類

を
全
部
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
ま
し
た
」。
そ
う
言
っ
て

柴
戸
所
長
は
昔
を
振
り
返
る
。
整
理
整
頓
で
き
な
く
て

は
、
現
場
の
管
理
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
物
が

な
い
現
場
は
安
全
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
物
が
無
け
れ
ば

人
が
転
ぶ
こ
と
も
な
い
し
、
ぶ
つ
か
る
心
配
も
な
い
か

ら
事
故
も
起
き
な
い
。
し
か
し
、
物
も
人
も
い
な
け
れ

ば
建
物
は
つ
く
れ
な
い
。「
整
理
整
頓
は
現
場
の
基
本
」

そ
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
入
社
当
初
、
柴
戸
所
長
が
お

世
話
に
な
っ
た
上
司
の
名
言
だ
。

　

思
え
ば
こ
の
現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
言
が
た
く

さ
ん
聞
け
た
。
人
生
五
訓
（
あ
せ
ら
な
い
・
お
こ
ら
な

い
・
い
ば
ら
な
い
・
く
さ
ら
な
い
・
怠
ら
な
い
）
と
い

っ
た
精
神
的
な
言
葉
か
ら
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ※

２

、

P
D
C
A※

３

と
い
っ
た
専
門
用
語
ま
で
幅
も
広
い
。
そ
ん

な
言
葉
を
た
く
み
に
操
る
柴
戸
所
長
か
ら
は
、
現
場
を

き
び
し
く
指
導
す
る
威
厳
の
あ
る
風
貌
を
持
ち
な
が
ら
、

柔
軟
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
内
面
を
強
く
感
じ
た
。

完
了
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
施
主
、
設
計
者
の
絶
大
な
る

協
力
の
も
と
、
社
内
ス
タ
ッ
フ
が
総
力
を
挙
げ
て
対
応

し
た
設
計
変
更
業
務
と
、
所
員
や
協
力
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
現
場
工
程
管
理
が
実
を
結
ん
だ
と

い
え
る
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
確
実
に
う
ま
く
い

く
」。
九
月
一
日
か
ら
基
礎
鉄
筋
工
事
に
着
手
出
来
た

と
き
、
柴
戸
所
長
は
そ
う
確
信
し
た
そ
う
だ
。

　
「
こ
の
工
法
を
採
用
し
た
理
由
は
、
周
辺
環
境
か
ら

で
す
」。
柴
戸
所
長
が
言
う
よ
う
に
、
敷
地
の
中
に
は
道

路
境
界
ま
で
の
距
離
が
、
わ
ず
か
一
㍍
し
か
な
い
場
所

が
あ
る
。
そ
の
向
こ
う
に
は
病
院
が
あ
り
、
予
備
校
も

あ
り
、
人
通
り
は
絶
え
な
い
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
も

っ
と
も
安
全
な
方
法
は
一
日
で
も
早
く
本
設
外
装
を
取

り
付
け
、
垂
直
養
生
ネ
ッ
ト
の
み
の
期
間
を
で
き
る
だ

け
短
く
し
飛
来
落
下
・
風
散
災
害
の
恐
れ
を
減
ら
す
状

況
を
作
り
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
に
採
用
さ
れ
た
地

地
上
積
層
サ
イ
ク
ル
工
事

き
れ
い
な
現
場
は
、安
全
な
現
場

左／発射階の様子。ユニット化された外装ACWを上階にあるカニクレーンが持ち上げ
ている。右上／発射階にて並べられた外装ACW。（写真提供：清水建設）
右下／カニクレーンで外装ACWを下階に吊っている様子。

躯体工事階から下の3層分で外装材取り
付けを行なっている。上階は外装ACW
を揚重するカニクレーンを設置する階、
中間階は外装ACWの発射準備階、そし
て下階は外装ACW設置階といった構成。
本設外装が完成した階から順次内装工事
に着手するといった流れができている。

清水建設株式会社 東京支店 建築第二部
（仮称）JR南新宿ビル新築 作業所 所長

柴戸 修

この現場には、若手社員がたく
さん常駐しています。彼らから

感じることは、努力してなんとか実現
しようとするひたむきな姿勢や意欲で
す。そうした気持ちを尊重しつつ、所
長である以上「品質・コスト・工程・安
全」について非常に厳しく指導してい
ます。うるさい所長だと思われている
かもしれませんが、彼らが5年後、10
年後、同じ立場になった時に私の気持

ちを理解してもらえれば嬉しいです。
　同時に、建物を作るということは、
いろいろな過程があったとしても、結
果として同じものができなければいけ
ないと思っています。いろいろな過程
こそが施工の醍醐味だと思います。基
本は会社の総合力でありますが、
PDCAというサイクルをまわし続け、
努力を怠らないことの重要性をこの現
場では再認識しています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

Osamu Shibato

外装ACW取り付け手順

※2 フロントローディング　初期工程に負荷をかけ、作業を前倒しで進めること。
※3 PDCA　Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）の4段階を繰り返し、事業活動における管理業務を円滑に進めるための手法。

エレベーターで発射階まで運ばれた外装ACW。移
動用の台車に乗せかえて、各設置準備位置まで人力
で移動する。


